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まちの話題まちの話題※撮影時は感染症対策を万全にし、一時的にマスクを外しています。

　子ども家庭支援センター「どうしん」の齊藤ゆり先
生をお招きし、子育ての中で直面する怒りの感情と上
手に付き合う方法を学びました。大切なのは、怒りの
正体を理解し、感情を適切にコントロールすることです。　
　先生の言葉に受講者の皆さんは安心した表情を浮か
べていました。7歳の女の子を育てるお母さんからは
「『こうあるべき』という自分の理想が怒りの原因に
なっていることがある。感情を上手に表現できるよう
になりたい」と感想を話してくれました。

子育てに奮闘する皆さんを応援
子育て世帯への
アンガーマネジメント講座

▲講座では 2人 1組で「怒りを感じた出来事」を検証した後、全
員で子育てにおける悩みや感想を共有しました。

　昨年 12月に、柔道の総本山である講道館（東京
都）を会場にして行われた「第 14回形演技大会」に、
八郷中学校２年生の小松崎秀太さん、瀧田一翔さん
が出場し、努力賞を受賞しました。
　県大会での活躍から土浦市スポーツ協会の推薦を
受けて出場した大会で、各地から集まった全 18組
の中から、優秀賞２組に次ぐ努力賞に選ばれたお二
人。同月下旬には、結果報告のため谷島市長を訪問
し、これからの意気込みなどを話してくれました。

柔道の総本山で技を披露
八郷中 小松崎さん・瀧田さん
形演技大会で入賞

▲（写真前列左から）八郷中学校 髙橋浩之校長先生、瀧田一翔さん、
小松崎秀太さん、谷島市長（後列左から）柔道部顧問 中嶋理道
先生、小松崎孝幸さん

　やさと観光果樹組合いちご部会が谷島市長を訪問
し、今年度のいちごの生育状況や味、糖度の報告を
行いました。最近は、特に茨城県のオリジナル品種
「いばらキッス」が人気となっており、連日持ち帰
り用の予約が後をたたないとのことです。
　組合長の中村さんは「味・品質ともに問題なく、
甘く美味しいいちごが育っている。お客様には安心
していちごを楽しんでほしい」と意気込みを話して
くれました。

いちごシーズン到来
やさと観光果樹組合
　　　いちご部会が表敬訪問

▲（写真左から）やさと観光果樹組合副組合長瀬尾栄一さん、谷島
市長、やさと観光果樹組合組合長中村剛さん
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常陽銀行が取り組む SDGs 私募債

▲（写真左から）園部中学校 校長 髙野 英樹様、株式会社孝建 代表
取締役 長谷川 孝夫様、常陽銀行 柿岡リテールステーション 支
店長 石丸 豪様

株式会社孝建から園部中学校
へ大型モニターが贈呈
　常陽銀行が取り組む、私募債を発行した企業から、
発行手数料の一部を指定の学校などに寄贈するサー
ビス付きの私募債「未来の夢応援債」を活用し、株
式会社孝建（建造物総合解体工事業）から園部中学
校へ、大型モニターが寄贈されました。
　代表取締役の長谷川孝夫様は、同校のPTA会長と
して学校運営に寄与しており、今回の寄贈について
「コロナ禍でがんばっている子どもたちへの、手助け
のひとつとして活用してもらえれば」と話しました。

①① ②②

③③
　2月 3日の節分の日に、常陸國總社宮にて節分
追儺祭豆まき式が行われました。当日 16時の回に
は、ねば ~る君や石岡市ふるさと大使「MUCC」
のメンバーミヤさん、YUKKE さん、NHK水戸キャ
スターの尼子佑佳さんが特別参加し、会場を盛り上
げました。
　訪れた観覧客は、特別参加者とコミュニケーショ
ンをとりながら、持参した袋や段ボール箱をお菓子
や景品などでいっぱいにしていました。

鬼は外！福は内！
常陸國總社宮にて
　　節分追

つ い な さ い

儺祭豆まき式開催

▲①豆まき式の様子　②NHK水戸キャスター尼子佑佳さん　
　③（写真左から）ねば～る君、MUCCミヤさん、YUKKE さん

　昭和 24年１月 26日に、法隆寺（奈良県）の金
堂が炎上し、貴重な壁画が損傷したことを契機とし
て定められた『文化財防火デー』。全国各地では、
毎年この日を中心に、文化財の防火啓発運動が行わ
れており、文化財が多くある石岡市では、文化財所
有者などの協力のもとで消防訓練を行っています。
　今年は 1月 25日に平等寺（貝地）で訓練を実施
し、見学に参加した人への消火器取扱訓練も行われ
ました。

財産を守り、後世に残す
１月26日は『文化財防火デー』
平等寺で消防訓練を実施

▲市消防本部 消防隊による火災防ぎょ訓練


